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１ はじめに 

本章では、全文テキスト化実証実験の背景と目的、概要、実施体制およびスケジュ

ールを示す。 

 

１．１ 背景・目的 

平成 22 年 1 月に施行された改正著作権法により、国立国会図書館を含む図書館等

において、視覚障がい者等のための著作物の複製および自動公衆送信を、著作権者の

許諾なしに行えるようになった。これに対応するため、国立国会図書館は、所蔵資料

のデジタル化画像データから全文テキストデータを作成し、読上げソフトウェア等を

用いて提供することを基本方針とした。 

一方、総務省、文部科学省、経済産業省が「デジタル・ネットワーク社会における

出版物の利活用の推進に関する懇談会」を平成 22 年 3 月に設置し、同 6 月に報告書

をとりまとめた1。この報告書では、「全文テキスト検索については、様々な課題が存

在するため、国立国会図書館と出版物のつくり手等との連携による実証実験等を通じ

て、課題解決について検討を進めることが適当である」とされている。 

これらの状況を受けて、国立国会図書館は、全文テキストデータの作成、および検

索・表示に関する技術的課題の評価を目的とした、全文テキスト化実証実験を実施し

た。 

 

１．２ 概要 

本実証実験では、所蔵資料のデジタル化画像データ等から、OCR2で文字を読み取

り、結果を校正し、目次・見出し文字などの情報から構造化3を行う作業を支援する「全

文テキスト化システムプロトタイプ」（以下、テキスト化システム）と、全文テキス

トデータを蓄積し、目的の書籍を検索し、結果を表示する「全文検索・表示システム

プロトタイプ」（以下、検索表示システム）を構築した。 

これらのシステムプロトタイプを用いて、テキストデータ作成に関する実証実験と、

全文テキストデータの検索・表示に関する実証実験を実施した。各実証実験の概要は

以下のとおりある。 

 

                                                  
1 「デジタル・ネットワーク社会における出版物の利活用の推進に関する懇談会報告」（2010
年 6 月 28 日デジタル・ネットワーク社会における出版物の利活用の推進に関する懇談会）

http://www.soumu.go.jp/main_content/000075191.pdf 
2 Optical Character Reader の略。光学式文字読取装置。手書き文字や印字された文字を

光学的に読み取り、前もって記憶されたパターンとの照合により文字を特定し、文字データ

を入力する装置のこと。 
3 標題紙・目次・本文・索引・奥付、本文の章・節・項など、書籍が持つ構造をコンピュー

タが認識できるようにテキストにタグ付け等の処理を行うこと。 
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○テキストデータ作成に関する実証実験 

全文テキストデータの整備を進めるために解決すべき技術的課題を、プロトタイ

プを構築して検証した。具体的には、校正作業の結果を OCR の文字認識に反映させ

るために必要な OCR エンジンの再学習機能の可能性、OCR 出力フォーマットの在

り方、校正・構造化作業のシステムによる共同作業化（複数人による作業の共同化）

の可能性・有効性、OCR により読み取ったデータの構造化作業の自動化による効率

化の可能性・有効性、また、構造化するために付与するメタデータや読上げサービ

スに必要な読上げ順序情報の付与の在り方等について、検証した。 

 

○全文テキストデータの検索・表示に関する実証実験 

従来の図書館システムが検索対象としてきた書誌情報に加えて、本文の全文テキ

ストを検索対象にすることによる検索サービスの高度化について、情報の探しやす

さ（サーチャビリティ）の向上の観点から、プロトタイプを構築して検証した。具

体的には、構造化された全文テキストデータとその書誌情報を用いて、検索結果一

覧表示における全文テキストデータの活用の可能性、ナビゲーション・リコメンド

など高度な検索機能への全文テキストデータの活用の可能性、全文テキストを検索

対象とする場合の検索結果のランキングの在り方、本文の表示方法（ハイライト・

目次と本文のリンク）の在り方等について、検証を行った。また、構造化された全

文テキストを用いた視覚障がい者等向け読上げサービス等の有効性および高度化の

可能性（アクセシビリティ）の検証を行った。 

 

全文テキスト化するデータとしては、国立国会図書館の所蔵資料に加えて、出版社

より書籍の電子データの提供を受けた。 
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図 １-１ 全文テキスト化実証実験の全体像 

 

 

１．３ 実施体制・スケジュール 

本実証実験の実施にあたり、全文テキスト化システムプロトタイプの構築は日本ア

イ・ビー・エム株式会社が、全文検索・表示システムプロトタイプの構築は株式会社

日立製作所がそれぞれ担当した。また、実証実験の実施に関連した調査、および各シ

ステムプロトタイプを用いて行う実証実験の評価・とりまとめ支援は株式会社三菱総

合研究所が担当した。なお、評価に際しては、有識者の助言を得て実施した。 

本実証実験のスケジュールは以下のとおりである。 

 

・平成 22 年 10 月 ～ 平成 23 年 2 月： プロトタイプ構築 

・平成 23 年 2 月 ～ 平成 23 年 3 月： プロトタイプを用いた試行利用と評価 
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